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長
谷
川
等
伯
一
門
と
能
登

　
　

～
“
伝
説
”
は
、
こ
の
地
よ
り
は
じ
ま
っ
た
～

 
４
月
27
日
（
土
）
～
６
月
２
日
（
日
）

　

能
登
七
尾
出
身
で
、
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
・
長

谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）。
最
近
で
は
、
安

部
龍
太
郎
氏
の
小
説
『
等
伯
』
が
直
木
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
に
よ
り
、
一
層
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
説
を
通
し
て

等
伯
を
知
り
、
そ
の
魅
力
の
虜
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
説
に
は
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
能
登
が
度
々
登
場
し
ま
す
。
実
際
、
等
伯
に

と
っ
て
能
登
は
、
絵
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
重

要
な
地
で
、
30
歳
過
ぎ
頃
ま
で
は
制
作
の
拠
点
で
し
た
。

そ
の
間
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
様
々
な
知
識
や
経
験
を

身
に
つ
け
、
絵
師
と
し
て
大
成
す
る
素
養
を
備
え
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
京
都
の
地
に
移
住
し
た
等
伯
は
、
幾
多
の
荒

波
を
も
乗
り
越
え
て
着
実
に
名
声
を
拡
大
。
や
が
て
天
下

人
・
豊
臣
秀
吉
に
認
め
ら
れ
、
画
壇
に
揺
る
ぎ
な
い
地
位

を
築
く
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
「
伝
説
」
的
と
も
い
え
る

活
躍
ぶ
り
は
、
数
百
年
経
過
し
て
も
な
お
光
彩
を
放
ち
、

現
在
も
私
た
ち
を
魅
了
し
続
け
る
の
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
、
等
伯
「
伝
説
」
の
「
出
発
点
」
と
な
っ
た

「
能
登
時
代
」
に
注
目
。
そ
の
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
仏
画

を
は
じ
め
、
養
父
・
宗
清
（
道
浄
）（
１
５
０
７
～
７
１
）

や
養
祖
父
と
い
わ
れ
る
無
分
（
生
没
年
不
詳
）、
そ
し
て

一
門
の
絵
師
と
さ
れ
る
等
誉
（
？
～
１
６
３
６
）
と
い
っ

た
、能
登
ゆ
か
り
の
「
長
谷
川
派
」
絵
師
の
作
品
な
ど
を
、

参
考
資
料
も
加
え
て
計
19
点
を
紹
介
予
定
で
す
。

【
等
伯
の
「
能
登
時
代
」
と
は
】

　

現
在
、
等
伯
誕
生
の
天
文
８
年
（
１
５
３
９
）
よ
り
、

京
都
移
住
と
さ
れ
る
元
亀
２
年
（
１
５
７
１
）
頃
ま
で
の

約
30
年
間
を
「
能
登
時
代
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
能
登
国
を
統
治
し
て
い
た
の
は
大
名
・
能

登
畠
山
氏
。
同
氏
は
七
代
目
当
主
義
総
（
１
４
９
１
～

１
５
４
５
）
の
頃
に
全
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
義
総
は
優

れ
た
政
治
手
腕
を
発
揮
し
て
国
内
を
安
定
さ
せ
る
の
み
な

ら
ず
、
文
芸
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
寄
せ
、
そ
の
治
世
下

で
は
「
畠
山
文
化
」
と
呼
ば
れ
る
文
化
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
七
尾
の
町
は
多
く
の
ヒ
ト
や

モ
ノ
で
賑
わ
い
、
経
済
・
文
化
の
両
面
で
大
い
に
繁
栄
。

当
時
の
七
尾
は
、
北
陸
有
数
の
大
都
市
だ
っ
た
の
で
す
。

　

等
伯
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
義
総
の
晩
年
期
。

恐
ら
く
、
身
の
回
り
に
は
多
く
の
文
物
、
例
え
ば
貴
重
な

美
術
品
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
機
会
も
あ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
等
伯
が
多
感
な
少
年
時
代
を
送
っ
た

の
が
、
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
絵
師

と
し
て
成
長
し
て
い
く
う
え
で
、
大
き
な
糧
と
な
っ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

等
伯
は
当
初
、
畠
山
氏
の
家
臣
（
畠
山
重
臣
・
長
氏
の

家
臣
と
も
）
奥
村
家
に
生
ま
れ
、
後
に
長
谷
川
家
へ
養
子

に
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、そ
れ
が
何
時
で
、

な
ぜ
養
子
に
出
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

長
谷
川
家
の
養
父
・
宗
清
、
そ
し
て
養
祖
父
と
さ
れ
る

無
分
は
染
物
業
を
営
み
、
絵
も
よ
く
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
史
料
が
皆
無
に
近
く
、

こ
れ
ま
で
全
く「
謎
の
存
在
」で
し
た
。し
か
し
こ
こ
数
年
、

新
し
く
作
品
が
発
見
・
確
認
さ
れ
、
両
人
と
も
優
れ
た
絵

師
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ

ら
が
等
伯
若
年
期
の
作
品
と
実
に
ソ
ッ
ク
リ
。
そ
れ
は
つ

ま
り
、
等
伯
が
こ
の
２
人
に
学
び
、
そ
の
大
き
な
影
響
下

に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
表
れ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

従
っ
て
、等
伯
が
絵
師
と
し
て
大
成
で
き
た
背
景
に
は
、

「
能
登
の
繁
栄
」
と
「
優
れ
た
師
匠
」
の
二
大
要
素
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
等
伯
が
本
格
的
に
絵
師
の
活
動
を
始
め
た
の
が

26
歳
頃
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
年
齢
記
載
の
あ
る
現
存

作
品
が
26
歳
か
ら
で
、
か
つ
そ
の
頃
の
作
品
点
数
が
多
い

こ
と
に
依
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
仏
画
な
の

は
、
養
父
や
養
祖
父
と
同
じ
く
、
等
伯
も
仏
画
を
描
く
絵

師
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
長
谷
川

家
は
熱
心
な
法
華
宗
の
信
者
だ
っ
た
と
さ
れ
、
現
存
作
品

の
多
く
が
日
蓮
宗
寺
院
の
所
蔵
で
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

そ
し
て
、
能
登
時
代
の
等
伯
作
品
に
共
通
す
る
こ
と
、

そ
れ
は
細
密
な
描
写
と
鮮
や
か
な
彩
色
で
す
。
今
回
展
示

平
成
25
年
4
月
27
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

６
月
30
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

県文「十二天図」(日天)
長谷川信春(等伯)
羽咋市・正覚院蔵

「海棠に雀図」
長谷川信春(等伯)

個人蔵

「日蓮聖人像」
長谷川宗清(道浄)
輪島市・成隆寺蔵
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の
「
十
二
天
図
」（
羽
咋
市
・
正
覚
院
蔵
、26
歳
筆
）
や
「
涅

槃
図
」（
羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵
、
30
歳
筆
）
な
ど
は
、
そ

の
代
表
格
で
し
ょ
う
。
後
年
、
豪
快
な
水
墨
画
を
よ
く
し

た
等
伯
で
す
が
、
む
し
ろ
彼
の
本
分
は
こ
の
よ
う
な
緻
密

な
彩
色
画
に
こ
そ
あ
っ
た
、
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
能
登
で
著
名
な
絵
師
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
等
伯
。
し
か
し
、
や
が
て
京
都
へ
旅
立
つ
時
が
訪
れ
ま

す
。
移
住
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
養
父
母
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
、
能
登
畠
山
氏
の
衰
退
に
よ
る
城
下
の
荒
廃
、
等
伯

自
身
の
立
身
の
想
い
な
ど
様
々
に
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
近
年
で
は
、移
住
の
年
は
さ
ら
に
後
で
は
な
い
か
、

と
い
う
説
も
あ
り
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
れ
に

せ
よ
家
族
と
と
も
に
移
住
し
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
こ
こ

に
等
伯
の
「
能
登
時
代
」
は
、
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
の
長
谷
川
家
。
こ
ち
ら
も
詳
し
く
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
七
尾
の
町
に
存

続
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、「
絵
師
」
と
し
て
唯
一

名
前
が
登
場
す
る
の
が
等
誉
で
、
現
存
作
品
か
ら
判
断
す

る
と
、
桃
山
～
江
戸
時
代
前
期
頃
に
七
尾
を
拠
点
に
活
躍

し
、
等
伯
に
か
な
り
近
い
位
置
に
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
恐
ら
く
、
七
尾
に
お
い
て
等
伯
の
跡
を

継
承
し
た
の
が
、
こ
の
等
誉
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
展
で
は
等
誉
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
の
で
、
等
伯
の

作
品
と
比
較
し
て
鑑
賞
す
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

同
時
開
催

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
近
世
か
ら
現
代
ま
で
～

　

七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
～

８
７
）
が
、生
涯
を
か
け
て
蒐
集
し
た
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」。
茶
道
美
術
品
を
基
本
と
し
て
い
る
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
す
が
、
絵
画
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
肉
筆
浮
世

絵
や
近
現
代
日
本
画
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

所
蔵
現
代
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　

～
能
登
ゆ
か
り
の
美
を
中
心
に
～

　

石
川
県
能
登
地
方
に
存
在
す
る
当
館
は
、
平
成
７
年
の

開
館
以
来
「
能
登
ゆ
か
り
の
作
家
・
作
品
の
紹
介
」
を
重

要
テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
関
連
作
品

の
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
そ
れ
ら
所
蔵
品
よ
り
様
々
な
現
代
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

　
　
　《
関
連
情
報
》

①
【
友
の
会
会
員
限
定
】
美
術
講
座
（
要
申
込
）

　
「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！　

長
谷
川
等
伯
能
登
時
代
の
ナ
ゾ
」

　
「
長
谷
川
等
伯
一
門
と
能
登
」
展
関
連
の
講
座
。

　

詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
新
登
場
！　

期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー （
４
／
13
～ 

）

　

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
一
番
人
気
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
シ

リ
ー
ズ
に
、
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
「
ほ
う
じ
茶
ロ
ー
ル
」

が
登
場
。
ス
ポ
ン
ジ
に
は
、
ほ
う
じ
茶
と
ア
ー
モ
ン
ド

パ
ウ
ダ
ー
が
入
っ
て
お
り
、
し
っ
と
り
ふ
わ
っ
と
良
い

風
味
。
ク
リ
ー
ム
は
抹
茶
味
で
、
能
登
産
大
納
言
あ
ず

き
粒
が
ち
ょ
こ
ん
と
の
っ
て
い
ま
す
。
お
飲
み
物
と

セ
ッ
ト
で
６
０
０
円
♪
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

③
長
谷
川
等
伯
作
品
展
示
情
報

　
【
そ
の
１
】

　
　

石
川
県
立
美
術
館
【
☎
０
７
６
―
２
３
１
―
７
５
８
０
】

　
　

展
覧
会
名　
「
長
谷
川
等
伯
と
久
隅
守
景
」

　
　

展
覧
会
期　

４
月
16
日
（
火
）
ま
で
開
催
中

　
　

地
元
ゆ
か
り
の
二
大
巨
匠
に
よ
る
豪
華
な
コ
ラ
ボ
。

　
　

２
点
の
等
伯
作
品
が
出
品
中
で
す
。

　
【
そ
の
２
】

　
　

大
阪
市
立
美
術
館
【
☎
０
６
―
６
７
７
１
―
４
８
７
４
】

　
　

展
覧
会
名　
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館 

日
本
美
術
の
至
宝
」

　
　

展
覧
会
期　

４
月
２
日
（
火
）
～
６
月
16
日
（
日
）

　
　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
名
品
の
数
々
を
紹
介
。

　
　

等
伯
筆
「
龍
虎
図
屏
風
」
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
※
展
覧
会
の
詳
細
は
各
会
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

※
会
期
・
観
覧
料
は
「
長
谷
川
等
伯
一
門
と

　

能
登
」
展
と
共
通
で
す
。

「うずくまる女」高田博厚

「涅槃図」　長谷川等誉　　当館蔵

「蓬莱山図」菱田春草
(池田コレクション)

「沈金象嵌合歓図色紙箱」
山岸一男
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第
69
回
現
代
美
術
展　

七
尾
展

 

６
月
７
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）

　

昨
年
の
現
代
美
術
展
七
尾
展
の
会
期
中
に
、
日
本
を
代

表
す
る
漆
芸
作
家
、
人
間
国
宝
（
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
）
の
大
場
松
魚
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
訃
報
が
届

き
ま
し
た
。
一
方
、
7
月
に
は
、
木
工
芸
部
門
で
、
灰
外

達
夫
氏
（
珠
洲
市
出
身
、
金
沢
市
在
住
）
が
人
間
国
宝
に

認
定
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
春
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
現
代
美
術
展
」
で
は
文

化
勲
章
受
章
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝
を
筆
頭

と
す
る
作
家
た
ち
の
新
作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
主

に
県
内
の
作
家
や
美
術
愛
好
家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展

で
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か
昭
和
20
年
５
月
に
始
ま
り
、
今

回
で
69
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
規
模
は
県
下
最
大
を
誇

り
、
現
在
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

の
６
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
属
会
派
を
超
え
て

作
品
が
出
品
さ
れ
、
石
川
県
に
お
け
る
美
術
の
現
在
を
知

る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
30
日
（
土
）
か
ら
４
月
16
日
（
火
）
ま
で
、

石
川
県
立
美
術
館
（
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
）
と
金
沢
21
世

紀
美
術
館
（
日
本
画
・
書
・
写
真
）
の
２
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と
一
般
公
募
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
委
嘱
出
品
の
部
で
は
、

出
品
委
嘱
作
家
（
石
川
県
美
術
文
化
協

会
会
員
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
入
選
率
５

割
と
い
う
厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ

た
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示
の

総
点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

金
沢
展
の
後
、
県
内
の
３
会
場
を
巡

回
し
ま
す
が
、
巡
回
展
は
開
催
地
ご
と

に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し
た

地
域
色
豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

七
尾
展
は
昭
和
21
年
６
月
の
第
２
回
展
が
開
催
さ
れ
た

後
は
、
当
美
術
館
が
開
館
す
る
ま
で
中
断
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
７
年
４
月
の
開
館
を
機
に
、
毎
年
６
月
に
開

催
し
、
今
年
で
19
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
第
69
回
現
代
美

術
展
」
出
品
作
品
の
中
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役

員
の
作
品
、能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身
委
嘱
作
家
作
品
、

委
嘱
賞
・
最
高
賞
・
次
賞
受
賞
作
品
、
能
登
地
区
（
宝
達

志
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
、
紹
介
し
ま
す
。

　

身
近
な
作
家
さ
ん
の
作
品
も
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
。

　

な
お
七
尾
展
は
巡
回
展
の
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
、
是

非
こ
の
機
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
か
ら
次
賞
作
品
の
展
示

は
能
登
地
区
各
市
長
賞
受
賞
作
品
と
能
登
地
区
ゆ
か
り
の
作
家

作
品
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
期
中
、第
３
展
示
室
の
１
室
で
は「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は
「
現
代
美
術
展
」
と
共

通
料
金
で
す
。

　
　

◇
観
覧
料

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
続
報
）

　

現
在
、
岐
阜
県
の
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
で
開
催

中
の
特
別
展
「
織
部
‐
ソ
ノ
器
、ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
也
‐
」
に
、

当
館
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
４
点
の
作
品
が
出

品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

織
部
は
桃
山
時
代
よ
り
美
濃
国
で
生
産
さ
れ
、
当
時

畿
内
で
大
流
行
し
た
や
き
も
の
。
そ
の
奇
抜
で
斬
新
な

意
匠
は
、
ま
る
で
現
代
の
抽
象
美
術
の
よ
う
で
、「
桃

山
文
化
」
の
自
由
で
闊
達
な
雰
囲
気
を
、
現
在
の
私
た

ち
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

土
岐
市
に
は
、
元
屋
敷
窯
を
は
じ
め
織
部
を
制
作
し

た
代
表
的
な
窯
が
多
く
あ
り
、
か
つ
て
は
そ
の
一
大
生

産
拠
点
で
し
た
。
同
地
に
建
つ
美
濃
陶
磁
歴
史
館
は
、

織
部
な
ど
「
美
濃
桃
山
陶
」
を
中
心
に
、
古
代
か
ら
現

代
ま
で
の
土
岐
市
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
や
き
も
の
を
展

示
。
そ
の
歴
史
を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
長
谷
川
等
伯
も
手
に
し
た
か
も
し

れ
な
い
織
部
。
本
場
・
美
濃
の
地
で
、
そ
の
魅
力
に
ふ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

展
覧
会
期
：
５
月
12
日
（
日
）
ま
で
開
催
中

  

※
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
に

　

  

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
☎
０
５
７
２
（
55
）
１
２
４
５
】

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

昨年の展覧会の様子



◇
第
1
展
示
室

◇
第
2
展
示
室

◇
第
3
展
示
室

◇
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

5 2013. 春

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

榎
本
友
康
遺
作
展

 

４
月
５
日
（
金
）
～
７
日
（
日
）

 
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　
「
静
か
な
空
気
感
の
魅
力
」

　

昨
年
１
月
、
60
歳
で
亡
く
な
っ
た
志
賀
町
の
作
家
榎
本

友
康
の
遺
作
展
で
す
。

　

高
校
生
の
時
に
描
い
た
二
科
展
入
選
作
品
「
ヰ
オ
ロ
ン

の
街
」
や
第
35
回
国
際
美
術
大
賞
展
評
論
家
賞
受
賞
作
品

「
里
山
の
記
憶
」
他
、
能
登
に
住
み
つ
い
て
終
生
パ
ス
テ

ル
で
描
き
続
け
た
能
登
の
風
景
画
や
静
物
画
、
能
登
の
土

や
砂
や
貝
な
ど
を
生
か
し
て
焼
い
た
陶
芸
作
品
約
１
０
０

点
を
展
示
し
ま
す
。

　

能
登
の
「
静
か
な
時

間
と
光
」
を
描
い
た
絵

画
、「
小
さ
な
オ
ブ
ジ
ェ

で
あ
り
な
が
ら
巨
石
建

造
物
の
よ
う
な
大
き
な

空
間
を
創
り
出
し
て
い

る
」陶
芸
作
品
な
ど
を
、

ご
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
前
号
に
掲
載
し
た
初
日
開
場
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
号
：
午
後
０
時
か
ら　

→　

変
更
後
：
午
前
９
時
か
ら

入
場
料　

無
料

主　

催　

榎
本
友
康
遺
作
展
実
行
委
員
会　

連
絡
先　

石
谷
克
人　
☎
０
９
０
―
１
６
３
０
―
１
３
６
７ 

全
館

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
能
登
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
記
念
事
業

特
別
展
覧
会
　『
能
登
の
真
宗
』
～
そ
の
歴
史
と
美
術
～

	

◆
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
特
別
展
示

	

　
　
　
井
上
雄
彦
作	

屏
風
『
親
鸞
』

	

◆
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
作
品
展

	

　
　
　
全
能
登
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会

 

４
月
13
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）
会
期
中
無
休

初
日
は
午
前
11
時
か
ら

　

４
月
12
日
（
金
）
～
14
日
（
日
）
に
厳
修
さ
れ
る
、

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
能
登
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
記
念
し
、
標
記
展
覧
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
東
・
西
本
願
寺
及
び
能
登
地
区
寺
院
が
所
蔵

す
る
法
宝
物
を
能
登
地
区
で
初
め
て
一
般
に
合
同
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
能
登
の
真
宗
文
化
の
歩
み
を
辿
り
そ
の

広
が
り
に
つ
い
て
の
歴
史
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を
通
し
て

七
尾
市
民
を
は
じ
め
能
登
地
区
の
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◎
東
・
西
本
願
寺
の
法
宝
物
展
示

「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
教
行
信
証
／
坂
東
本
）」 

※
複
製

「
親
鸞
聖
人
影
像
（
安
城
御
影
）」 

※
複
製

「
報
恩
講
私
記
」　 
〈
以
上
、
東
本
願
寺
所
蔵
〉

「
嘆
徳
文
」「
蓮
能
尼
像
」　 
〈
以
上
、
西
本
願
寺
所
蔵
〉

そ
の
他
、
計
９
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
能
登
地
区
寺
院
の
法
宝
物
展
示

　

親
鸞
聖
人
や
蓮
如
上
人
等
の
御
影
像
、
御
文
や
御
消
息
、

歴
代
上
人
の
書
状
、
そ
の
他
能
登
地
区
寺
院
が
所
蔵
す
る
法

宝
物
を
計
26
点
展
示
し
ま
す
。

 

◎
井
上
雄
彦
作 

屏
風
『
親
鸞
』

　

マ
ン
ガ
「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」
や
「
バ
ガ
ボ
ン
ド
」
の
作
者

で
知
ら
れ
る
、マ
ン
ガ
家
井
上
雄
彦
氏
が
描
い
た
屏
風『
親
鸞
』

を
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
一
般

公
開
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
、迫
力
あ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
全
能
登
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
の
作
品
展
示

　
『
い
の
ち
』
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
能
登
全
域
よ
り
応
募
い

た
だ
い
た
、
４
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
書
道
作
品
１
，

２
６
１
点
、
絵
画
作
品
80
点
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
子
ど

も
た
ち
が
精
一
杯
表
現
し
て
く
れ
た
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
賞
作
品
紹
介
》

入
場
料　

５
０
０
円
（
前
売
券
あ
り
）、
中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　

※
前
売
割
引
、
団
体
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん

主　

催　

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
能
登
教
区

　
　
　
　
　

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
委
員
会

連
絡
先　

能
登
教
務
所　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
５
８

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
い
き
も
の
た
ち

　

ア
ワ
ビ
の
形
の
器
、
抹
茶
茶
碗
に
描
か
れ
た
鶴
・
亀
・
馬
、

細
密
な
龍
が
絵
付
け
さ
れ
た
九
谷
焼
の
机
、
加
賀
象
嵌
を
施

し
た
雉
な
ど
の
工
芸
作
品
と
、
木
彫
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

特
別
展
覧
会
「
能
登
の
真
宗
」
と
共
通
料
金

主　

催　

七
尾
市
・
公
益
財
団
法
人
七
尾
美
術
館

貸
館
催
し
物
案
内

「りんご」1987

【
書
道
部
門
】

「
あ
り
が
と
う
」

向
田
紗
亜
弥　

高
浜
小
学
校
２
年

【
絵
画
部
門
】

「
お
み
ど
う
」

崖　

華
子　

鳳
至
小
学
校
１
年

同時開催
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平成25年度　友の会カレンダー
 2013　４月 ●４月１日㈪ 美術館だより（73号）春号発行。

 　５月 ◆５月19日㈰ 美術講座「ここまでわかった！長谷川等伯能登時代のナゾ」≪詳細は下記参照≫
  ◎５月26日㈰ 「第14回友の会鑑賞の旅～御神宝制作奉仕作家さんと行く～式年遷宮の伊勢神宮」
   ≪詳細は本だより裏表紙参照≫

 　７月 ●７月１日㈪ 美術館だより（74号）夏号発行。

　８月 ○８月９日㈮ 「長谷川等伯展」開会式へ友の会会員をご招待！
   式典終了後には展覧会の鑑賞（無料)もできます。
  ◆８月18日㈰ 「長谷川等伯展」ギャラリートーク（展示作品の解説）※
  　　　〈予定〉 友の会会員は先行予約で受付します。

　10月 ●10月１日㈫ 美術館だより（75号）秋号発行。

 　11月 ○11月８日㈮ 「ボローニャ展」開会式へ友の会会員をご招待！
   式典終了後には展覧会の鑑賞（無料）もできます。

 2014　１月 ●１月１日㈬ 美術館だより（76号）冬号発行。
  ◇日時未定 美術講座「篆刻講座（中級編）｣※

昨年度開催し好評を博した篆刻制作のステップアップ講座。２日間で、字書
を用いて印稿作成からの制作を予定しています。前回と同じく、篆刻・書家
の大場濯川先生に指導していただきます。

 注：（※）印の催しは会員本人と同伴者2名まで参加できます

美
術
講
座

　「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！

　
　
　
長
谷
川
等
伯
能
登
時
代
の
ナ
ゾ
」

　

等
伯
の
能
登
時
代
、
新
発
見
作
品
等
に
つ
い
て

本
展
担
当
学
芸
員
が
よ
り
詳
し
く
解
り
や
す
く
説

明
。
ホ
ー
ル
に
て
詳
細
画
像
に
よ
る
解
説
の
後
、

展
示
室
に
移
動
し
「
長
谷
川
等
伯
一
門
と
能
登
」

展
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　

去
る
１
月
20
日
は
、
雪
が
舞
う
寒
い
日
で
し
た

が
、
美
術
講
座
会
場
は
参
加
者
皆
さ
ん
の
熱
気
で

一
日
中
“
ぽ
か
ぽ
か
”
で
し
た
。

　

ま
ず
講
師
の
大
場
濯
川
先
生
の
「
篆
刻
と
は
…
」

か
ら
始
ま
り
、
道
具
の
使
用
方
法
、「
文
字
の
な
り

た
ち
」
ま
で
幅
広
く
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
制
作
。
作

務
衣
姿
に
頭
部
固
定
式
拡
大
鏡
を
装
着
し
、
手
早

く
彫
り
進
め
る
先
生
の
姿
を
静
か
に
見
守
る
参
加

者
の
皆
さ
ん
。
会
場
内
に
は
「
コ
リ
ッ
、
コ
リ
ッ
」

と
心
地
よ
い
音
が
響
い
て
い
ま
す
。「
ふ
っ
」
と
息

を
吹
き
か
け
石
屑
を
飛
ば
す
と
、
き
れ
い
に
彫
ら

れ
た
印
面
が
現
れ
、
思
わ
ず｢

ほ
う
～｣

と
感
嘆
の

声
が
漏
れ
ま
す
。

　

次
は
、
大
場
先
生
に
ご
持
参
い
た
だ
い
た
発
色

の
良
い
最
高
級
の
印
肉
を
使
用
し
て
の
試
し
捺
印

で
す
。「
仕
上
が
り
は
…
？
」
半
紙
か
ら
印
が
離
れ

る
瞬
間
の
何
と
も
言
え
な
い
ド
キ
ド
キ
・
わ
く
わ

く
感
は
独
特
で
す
。
先
生
も
こ
の
瞬
間
が
「
一
番

楽
し
み
で
も
あ
り
怖
く
も
あ
る
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
と
印
稿
作
成
ま
で
に
３
時
間
以
上
経
過
し
て
お
り
「
今
日
中
に
仕
上
が
る
の
か

な
？
」
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
彫
り
始
め
る
と
、
皆
さ
ん
実
に
器
用
に
手
際
よ
く
制

作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
救
急
箱
も
準
備
し
て
い
た
の
で
す
が
、
使
用
す
る
こ
と
な
く
無
事
終
了
し
、

参
加
者
全
員
が
素
敵
な
印
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
全
て
の
篆
刻
作
品
を
並

べ
て
合
評
会
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
美
術
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
大
場
濯
川
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日　

時　

５
月
19
日(

日)

　
　
　
　

午
後
２
時
～
（
約
１
時
間
30
分
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
、
展
示
室

対　

象　

当
館
友
の
会
会
員
限
定

定　

員　

15
名(

定
員
に
達
し
次
第
締
切)

参
加
費　

４
０
０
円
（
展
覧
会
観
覧
料
）

募　

集　

４
月
２
日(

火)

よ
り
電
話
受
付
開
始
。

　

七
尾
美
術
館　

☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

友
の
会
「
美
術
講
座
」
開
催
報
告
　
～ 

や
さ
し
い
篆
刻 

～
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平
成
24
年
度
新
収
蔵
品
紹
介

平
成
24
年
度
に
新
し
く
当
美
術
館
所
蔵
と

な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
４
／
１
現
在
）

日
本
画　

①
「
山
水
図
」 
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）

　
　

室
町
～
桃
山
時
代
（
16
世
紀
）
制
作

　
　

購
入　

※
美
術
館
だ
よ
り
71
号
裏
表
紙
参
照

②
「
懸
」 
曲
子
光
男

　
　

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
制
作

　
　

第
42
回
東
丘
社
展

③
「
雪
山
」 

曲
子
光
男

　
　

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）
制
作

　
　

第
47
回
東
丘
社
展

④
「
冬
林
」 

曲
子
光
男

　
　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
制
作

　
　

第
25
回
改
組
日
展

　
　

※
②
～
④
曲
子
明
良
氏
よ
り
寄
附

⑤
「
春
を
待
つ
」 

中
町　

進

　
　

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
制
作

　
　

第
10
回
新
日
展

⑥
「
蒼
雲
」 

中
町　

進

　
　

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
制
作

　
　

第
４
回
石
川
県
日
本
画
会
展

⑦
「
月
」 

中
町　

進

　
　

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）
制
作

　
　

第
18
回
改
組
日
展

⑧
「
街
角
」 

中
町　

進

　
　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
制
作

　
　

第
29
回
改
組
日
展

　
　

※
⑤
～
⑧
中
町　

進
氏
よ
り
寄
附

⑨
「5TH

 AVEN
U

E & BRO
AD

W
AY

」 
 

中
町　

力

　
　

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
制
作

　
　

第
27
回
改
組
日
展

⑩
「Fr.Q

ueens

」 

中
町　

力

　
　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
制
作

　
　

第
45
回
青
塔
社
展

⑪
「Singapore

」 

中
町　

力

　
　

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
制
作

　
　

第
52
回
青
塔
社
展

⑫
「CH

ICAGO
 SU

M
M

ER TIM
E

」

 

中
町　

力

　
　

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）
制
作

　
　

第
40
回
改
組
日
展

⑬
「
午
後
の
闘
牛
場
」 

中
町　

力

　
　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
制
作

　
　

第
55
回
青
塔
社
展

　
　

※
⑨
～
⑬
中
町　

力
氏
よ
り
寄
附

洋
画
　

⑭
「
能
登　

福
浦
海
岸
」 

中
町　

進

　
　

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
制
作

⑮
「
能
登　

皆
月
海
岸
」 

中
町　

進

　
　

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
制
作

　
　

※
⑭
、
⑮
中
町　

進
氏
よ
り
寄
附

⑯
「
雪
の
舟
宿
」 

松
下
久
信

　
　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
制
作

　
　

第
32
回
改
組
日
展

⑰
「
湖
畔
早
春
」 

松
下
久
信

　
　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
制
作

　
　

第
68
回
一
水
会
展
会
員
佳
作
賞

　
　

※
⑯
、
⑰
松
下
久
信
氏
よ
り
寄
附

⑱
「
能
登
島
（
七
尾
）」 

中
村
静
勇

　
　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
制
作

⑲
「
橋
の
あ
る
風
景
」 

中
村
静
勇

　
　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
制
作

　
　

※
⑱
、
⑲
山
本
由
美
子
氏
よ
り
寄
附

工
芸
　

⑳
「
夏
之
漁
港
」 

木
谷
信
熾

　
　

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
制
作

　
　

第
９
回
日
工
会
展

㉑
「
冬
」 

木
谷
信
熾

　
　

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
制
作

　
　

第
35
回
改
組
日
展

　
　

※
⑳
、
㉑
木
谷
雅
幸
氏
よ
り
寄
附

書
　

㉒
「
わ
だ
つ
み
の
」 

高
木
聖
鶴

　
　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
頃
制
作

㉓
「
春
は
花
」 

高
木
聖
鶴

　
　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
頃
制
作

　
　

※
㉒
、
㉓
七
尾
商
業
団
地
事
業
共
同
組
合

　
　
　

よ
り
寄
附

「山水図」長谷川信春(等伯)

「5TH AVENUE ＆ BROADWAY」
中町 力

「月」中町 進

「夏之漁港」木谷信熾

「雪山」曲子光男

「湖畔早春」松下久信

「能登島(七尾)」中村静勇

「春は花」高木聖鶴
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石川県七尾美術館だより 第73号（春号）

平成24年度 春の展覧会予定

　◆第１・2展示室

　◆第１・２・３展示室

  「池田コレクションが語るもの　～池田文夫氏愛玩の逸品たち～」
　　　　　　　　 平成25年７月６日（土）～８月４日（日）
　「コレクション」とは、蒐集者の想いの結晶体といえるでしょう。「コレクション」
に加えられた作品の１点１点には、蒐集者の愛玩の気持ちのみならず、その時々
の喜怒哀楽までも凝縮されているように思えます。つまり「コレクション」は蒐
集者「そのもの」なのであり、すると「池田コレクション」もまた、池田文夫氏

「そのもの」なのでしょう。本展では同コレクションより様々な作品を紹介します。

　　　　   「長谷川等伯展　～大徳寺と等伯を中心に～」
　　　　 平成25年8月10日（土）～ 9月16日（月・祝）会期中無休
　長谷川等伯が京都に移住して後、その活動において重要な拠点となっていたのが、京都の
名刹・大徳寺です。等伯は同寺と塔頭寺院で春屋宗園など名だたる名僧に学び、「三門天井画・
柱絵」をはじめ、数々の名作を描き続けました。
　従って大徳寺やその塔頭寺院には、現在も多くの等伯作品が所蔵されています。
　シリーズ18回目となる今回は、大徳寺ゆかりの作品を中心に、一部能登時代の作品や史料
なども含めて約20点を紹介予定です。

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと7
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

◎次号・第74号（夏号）は７月１日発行予定です。

◆　４月〜６月の休館日　◆

４月　１, ８〜12, 22〜26
５月　７, 13， 20, 27
６月　３〜６, 10, 17, 24

◆　開館時間　◆

午前9:00〜午後5:00
　（入館は午後4:30まで）

「美濃伊賀水指」（池田コレクション）

重文「春屋宗園像」長谷川等伯　京都市・三玄院蔵

第
14
回　

友
の
会
鑑
賞
の
旅

御
神
宝
制
作
奉
仕
作
家
さ
ん
と
行
く

式
年
遷
宮
の
伊
勢
神
宮

　

平
成
25
年
は
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
20
年
に
一
度
、
お
宮
を
新
た
に
造
営
し
、
神
々

が
お
使
い
に
な
る
調
度
や
神
宝
類
も
新
調
し
た
う
え

で
、
神
様
に
新
し
い
お
宮
に
遷
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

式
年
遷
宮
。
遡
る
こ
と
１
３
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
式
年
遷
宮
に
際
し
、
御
神
宝
を
制
作
奉

仕
さ
れ
た
漆
芸
作
家
の
山
岸
一
男
さ
ん（
輪
島
市
在
住
）

に
ご
同
行
い
た
だ
き
ま
す
。
御
神
宝
制
作
や
式
年
遷
宮

に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
。
御
神
体
が
移
さ
れ
る
遷
御
の
儀

（
10
月
）
直
前
は
非
常
に
混
み
合
い
ま
す
。
新
緑
さ
わ

や
か
な
季
節
、
他
に
は
な
い
美
術
館
な
ら
で
は
の
“
お

伊
勢
詣
り
”
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆ 

日　

程　

５
月
26
日
（
日
）【
貸
切
バ
ス
利
用
】

　
　

午
前
５
時
出
発
、
午
後
９
時
頃
帰
着
。〈
日
帰
り
〉

◆ 
見
学
地
（
三
重
県
）

　
　
〈
予
定
〉
伊
勢
神
宮
（
外
宮
・
内
宮
）

　
　
　
　
　

 

せ
ん
ぐ
う
館
・
お
か
げ
横
丁
な
ど

◆ 

参
加
費　

９
，
０
０
０
円

　

※
バ
ス
代
・
見
学
料
・
昼
食
代
・
旅
行
傷
害
保
険
料
込
。

　

※
会
員
以
外
の
方
は
友
の
会
へ
、ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　

※
年
会
費
は
１
，
０
０
０
円
で
す
。

◆ 

定　

員　

先
着
30
名
（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆ 

募　

集　

４
月
２
日
（
火
）
～
５
月
21
日
（
火
）

　
※
参
加
費
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
受
付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
者
大
募
集

伊勢神宮の鳥居


